
九
州
の
万
葉
集
と
風
景
画
シ
リ
ー
ズ
（
第
六
回
）

「斉
明
天
皇
ゆ
か
り
の
地
と
万
葉
集
」

【
御
陵
山
（
恵
蘇

え

そ

八
幡
宮

は

ち

ま

ん

ぐ

う

〉】

西
鉄
大
牟
田
線
「
朝
倉
街
道
駅
」
か
ら
「
杷
木

は

き

行
」
の
西
鉄
バ
ス
に
乗
り
約
１

時
間
の
と
こ
ろ
に
あ
る
「
恵
蘇

え

そ

宿
し
ゅ
く

（
朝
倉
町
）」
バ
ス
停
で
下
車
、
前
方
約
４
０

０
ｍ
歩
く
と
筑
後
川
北
岸
に
沿
っ
て
「
恵
蘇

え

そ

八
幡
宮

は
ち
ま
ん
ぐ
う

」（
福
岡
県
朝
倉
町
大
字
山

田
字
恵
蘇
宿
１
６
６
）
が
あ
る
。
こ
の
神
社
の
裏
山
が
、
日
本
書
紀
に
「
西
暦
６

６
１
年
５
月
、
斉
明
天
皇
は
百
済

く

だ

ら

救
援
の
た
め
朝
倉

あ
さ
く
ら

橘
た
ち
ば
な

広
庭
宮

ひ
ろ
に
わ
の
み
や

に
遷
ら
れ
た

が
、
病
の
た
め
７
月
２
４
日
に
崩
御
さ
れ
た
。
皇
太
子
中
大
兄
皇
子

な
か
の
お
お
え
の
お
う
じ

は
母
斉
明
天

皇
崩
御
７
日
後
の
８
月
１
日
に
御
遺
骸
を
橘
広
庭
宮
か
ら
こ
の
地
に
移
し
、
一
時

的
に
葬
り
・
・
・
」
と
記
さ
れ
て
い
る
斉
明
天
皇
御
遺
骸
の
仮
埋
葬
さ
れ
た
地
（
朝

倉
橘
広
庭
宮
伝
承
地
か
ら
約
３
ｋ
ｍ
の
地
）
に
仮
定
さ
れ
て
お
り
、
地
元
で
は
こ

の
山
を
「
御
陵
山

ご
り
ょ
う
や
ま

」
と
呼
ん
で
い
る
。（
朝
倉
町
史
）



「
恵
蘇
八
幡
宮
本
殿
」
か
ら
裏
山
へ
長
い
石
段
あ
る
い
は
横
地
の
急
坂
を
上
が

る
と
約
７
０
ｍ
の
山
上
に
斉
明
天
皇
の
御
陵
と
い
わ
れ
る
古
墳
（
恵
蘇
八
幡
宮
１
，

２
号
墳
）
が
石
柵
に
囲
ま
れ
て
あ
る
。

皇
太
子
中
大
兄
皇
子
は
こ
の
地
に
斉
明
天
皇
の
御
遺
骸
を
一
時
的
に
葬
り
軍

を
進
め
、
後
に
奈
良
県
高
市
郡
高
取
町
へ
移
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

【
写
生
地
１
・
御
陵
山
】

「
御
陵
山
」
山
上
付
近
の
斉
明
天
皇
仮
埋
葬
地
に
仮
定
さ
れ
る
「
恵
蘇
八
幡
宮
古

墳
」
横
地
の
坂
道
か
ら
眼
下
に
阿
蘇
山
を
水
源
地
と
し
有
明
海
に
注
ぐ
大
河
・
筑

後
川
と
山
田
の
民
家
を
描
く
（
杏
花
）



「
斉
明
天
皇
と
朝
倉
橘
広
庭
宮
」

・
４
世
紀
の
末
、
朝
鮮
半
島
は
百
済

く

だ

ら

・
高
句

こ

う

く

麗り

・
新
羅

し

ら

ぎ

の
三
国
に
分
割
さ
れ
、
以

降
７
世
紀
に
至
る
ま
で
和
戦
を
繰
り
返
し
て
い
た
が
、
斉
明
６
（
６
６
０
）
年
７

月
、
百
済
は
つ
い
に
新
羅
・
唐
の
連
合
軍
に
滅
ば
さ
れ
た
。

・「
日
本
書
紀
」
に
よ
る
と
今
か
ら
１
，
３
５
０
年
余
前
の
斉
明
６
（
６
６
０
）

年
１
０
月
に
百
済
か
ら
、
か
っ
て
か
ら
親
交
関
係
の
あ
っ
た
日
本
に
救
援
軍
派
遣

の
要
請
が
あ
っ
た
。

・
斉
明
天
皇
は
斉
明
７
（
６
６
１
）
年
１
月
、
中
大
兄
皇
子
以
下
多
く
の
朝
臣
を

従
え
て
百
済
救
援
軍
派
遣
の
た
め
同
年
３
月
娜な

の

大
津

お

お

つ

（
博
多
）
に
着
き
、
磐い

わ

瀬せ
の

行
宮

あ
ん
ぐ
う

（
娜
大
津
付
近
に
あ
っ
た
と
の
説
あ
り
。）
に
入
り
、
同
年
５
月
に
博
多
か
ら
朝

倉
橘
広
庭
宮
に
遷
り
、
百
済
救
援
の
た
め
の
大
本
営
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

・「
朝
倉
橘
広
庭
宮
」
が
ど
こ
に
あ
っ
た
か
、
現
在
の
と
こ
ろ
判
明
し
て
い
な
い

が
、
所
在
地
の
有
力
な
候
補
地
と
し
て
福
岡
県
朝
倉
郡
朝
倉
町
須
川
の
地
（
博
多

湾
か
ら
南
へ
約
４
０
ｋ
ｍ
の
地
）
を
朝
倉
宮
が
あ
っ
た
と
す
る
説
が
あ
り
現
在
、

朝
倉
町
須
川
に
は
「
朝
倉
橘
広
庭
宮
伝
承
地
」
の
碑
が
建
っ
て
い
る
。

・
日
本
書
紀
に
は
斉
明
天
皇
は
「
斉
明
７
（
６
６
１
）
年
７
月
２
４
日
に
朝
倉
宮

で
崩
御
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
斉
明
天
皇
の
朝
倉
宮
滞
在
期
間
は
僅
か
７
６
日
間



で
御
年
６
８
歳
の
波
乱
に
富
ん
だ
生
涯
を
終
え
た
と
あ
る
。

万
葉
集
に
は
斉
明
天
皇
の
筑
紫
と
関
係
の
あ
る
歌
は
な
い
が
斉

明
天
皇
の
作
と
の
説
が
あ
る
次
の
歌
が
あ
る
。

山
の
端は

に

あ
ぢ
群
騒

む
ら
さ
わ

き

行
く
な
れ
ど

我
は
寂さ

ぶ
し
え

君
に
し
あ
ら
ね
ば

 
 
 
 
 
 
 
 
 

巻
四
―
四
八
六

（
解
説
）
山
際
を
あ
じ
鴨
の
群
れ
が
乱
れ
飛
ん
で
行
く
が
、
そ
の
声
を
聞
い
て
も

私
の
心
は
楽
し
ま
な
い
。
懐
か
し
い
あ
の
方
で
は
な
い
か
ら
。

作
者
に
つ
い
て
は
題
詞
に
「
岡
本
天
皇
の
御
製
一
首
併
せ
て
短
歌
（
二
首
）」
と

あ
る
が
、
短
歌
二
首
目
左
注
に
「
い
ま
考
え
て
み
る
と
高
市
岡
本
宮
（
舒
明
天
皇
）

と

後
の
ち
の

岡
本
宮
（
斉
明
天
皇
）
と
の
二
代
二
帝
は
そ
れ
ぞ
れ
別
で
あ
る
。
た
だ
、

岡
本
天
皇
と
だ
け
い
う
の
は
ど
ち
ら
を
指
す
の
か
が
明
ら
か
で
な
い
」
と
の
趣
旨



が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
歌
の
作
者
は
歌
意
か
ら
見
て
斉
明
女
帝
が
夫
で
あ
っ
た
舒
明
」

天
皇
へ
の
挽
歌
（
死
を
悼
む
歌
）
で
あ
っ
た
と
す
る
説
も
あ
る
。

（
万
葉
集
（
一
）
～
新
潮
日
本
古
典
集
成
よ
り
）

（
註
）「
高
市
岡
本
宮
」
は
奈
良
県
高
市
郡
明
日
香
村
岡
に
舒
明
二
（
６
３
０
）

年
に
造
営
さ
れ
た
第
三
十
四
代
舒
明
天
皇
の
宮
と
比
定
さ
れ
て
い
る
。
同
地
は
大

化
の
改
新
（
６
４
５
年
）
の
舞
台
と
な
っ
た
板
蓋
宮
伝
承
地
で
も
あ
る
。
同
所
に

は
高
市
岡
本
宮
か
ら
浄
御
原
宮
が
営
ま
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
斉
明
天
皇
の

宮
で
あ
る
「
後

の
ち
の

岡
本
宮
」
は
前
記
、
舒
明
天
皇
の
岡
本
宮
跡
に
斉
明
二
（
６
５

６
）
年
に
造
営
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。（「
神
々
と
天
皇
の
宮
都
）
か
ら
）

【
写
生
地
２
・
伝
飛
鳥
板い

た

蓋

宮

ぶ
き
の
み
や

跡
】

明
日
香
村
岡
に
あ
る
複
数
の
宮
殿
遺
跡
（
①
舒
明
天
皇
の
「
岡
本
宮
」
②
皇
極
天

皇
の
「
板
蓋
宮
」
③
斉
明
天
皇
の
「
後

の
ち
の

岡
本
宮
」
④
天
武
天
皇
「
浄き

よ

御
原

み
が
は
ら

宮
」）

比
定
地
【
国
の
指
定
史
跡
・
伝
飛
鳥
板
蓋
宮
跡
】
と
背
景
に
甘あ

ま

樫
か
し
の

丘お
か

を
描
く
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
池
田
杏
花
）



（
参
考
文
献
）・
角
川
日
本
史
辞
典
・
神
々
と
天
皇
の
宮
都
を
た
ど
る

高
城
修
三
著
、

・
万
葉
集
（
一
）
新
潮
日
本
古
典
集
成

・
朝
倉
町
史
・
夜
須
町
史

等


